
核融合科学研究所研究員宿泊施設使用規則 

 

制  定 平成９年 ７月 １日 規則第７号 

最終改正 令和３年１１月３０日 

 

(趣旨) 

第１条 核融合科学研究所（以下「研究所」という。）の研究員宿泊施設（以下「宿泊施設」

という。）の使用については，この規則の定めるところによる。 

(使用資格) 

第２条 宿泊施設を使用できる者は，研究所の共同研究者，客員教授及び客員准教授その他

研究所長（以下「所長」という。）が適当と認めた者とする。 

(使用申請) 

第３条 宿泊施設を使用しようとする者は，所定の使用許可申請書を研究所内世話人を通

じ，管理部研究支援課を経由して，所長に提出しなければならない。 

(使用許可) 

第４条 所長は，前条の申請を適当と認めたときは，当該申請者に使用許可書を交付する。 

２ 使用を許可された者（以下「使用者」という。）は，宿泊施設を使用する間は，前項の

使用許可書を携行するものとする。 

(使用料) 

第５条 使用者は，別に定める使用料を前納しなければならない。ただし，使用開始が夜間

又は休日の場合は，使用開始後速やかに支払うものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，使用許可期間が１月を超える場合は，使用料を月毎に支払う

ことができるものとする。 

３ 既納の使用料は，返付しない。ただし，次の各号のいずれかに該当する場合は，この限

りではない。 

(1) 天災その他研究所及び使用者の責に帰さない事由により，宿泊施設を使用すること

ができなくなったとき。 

(2) やむを得ない理由により，使用者が共同研究等に参加又は従事できなくなり，宿泊

施設の使用が必要でなくなったとき。 

(3) その他返付する必要があると所長が認めたとき。 

(使用許可の取消し) 

第６条 所長は，宿泊施設の使用者が次の各号の一に該当するときは，宿泊施設の使用許可

を取り消すことができる。 

(1) 第３条に定める使用許可申請書に虚偽の記載があったとき。 

(2) 前条に定める使用料を納入せず，督促を受けてもなお納入しないとき。 

(3) その他宿泊施設の維持管理に重大な支障を及ぼす行為をしたとき。 

(遵守事項) 

第７条 使用者は，次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 火災，盗難等事故の防止に努めること。 

(2) 他人に迷惑を及ぼさないこと。 

(3) 施設，設備及び備品を丁寧に取り扱うこと。 

(損害賠償) 



第８条 使用者は，故意又は重大な過失により施設，設備及び備品を破損し，又は滅失した

ときは，これを現状に回復し，又は損害を賠償しなければならない。 

(雑則) 

第９条 この規則に定めるものの他，宿泊施設の使用に関し必要な事項は，別に所長が定め

る。 

 

附 則 

１ この規則は，平成９年７月１日から施行する。 

２ 核融合科学研究所共同研究者宿泊施設使用規則（平成元年規則第７号）は，平成９年６

月３０日をもって廃止する。 

附 則（平成１７年規則３号） 

この規則は，平成１７年２月１５日から施行し，平成１６年４月１日から適用する。 

  附 則 

この規則は，平成１８年１１月１４日から施行し，平成１８年１０月１日から適用する。 

附 則 

この規則は，平成２２年８月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和３年１１月３０日から施行する。 

 


